
Ｊ
Ｒ
連
合
は
10
月
10
日
、

東
京
都
内

田
町
交
通
ビ
ル
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一

元
化
に
む
け
る
Ｊ
Ｒ
連
合
総

が
か
り
の
運
動
と
し
て
、

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
む
け

民
主
的
労
働
組
合
・
労
使
関

係
を
築
く
総
決
起
集
会
」
を

開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
榛
葉
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
議
員
の
ご
来
賓
や
、
全

国
の
加
盟
単
組
の
仲
間
、
総

勢
約
３
０
０
名
が
集
結
し
た
。

集
会
で
は
先
ず
、
Ｊ
Ｒ
連

合
松
岡
裕
次
会
長
が
主
催
者

代
表
と
し
て
「
民
主
化
闘
争

の
成
果
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
は
瓦
解
し
た
。
引
き
続
き

あ
る
べ
き
労
働
組
合
像
・
労

使
関
係
像
を
掲
げ
、
民
主
化

闘
争
の
完
遂
に
む
け
て
Ｊ
Ｒ

連
合
が
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘

す
る
」

と
挨
拶

し
、
Ｊ

Ｒ
連
合

が
総
団

結
し
て

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
力

強
く
要
請
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
激
励
の

挨
拶
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
る
な
か
、
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
西
岡
研
介

氏
か
ら
は
「
世
の
中
の

17
％

の
労
働
組
合
組
織
率
を
踏
ま

え
る
と
、
い
か
に
し
て
労
働

組
合
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

く
の
か
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ

た

ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ

る

」

と

の

見

解

と

、

「

過

激

な

運

動

が

影

を

潜

め

る

中
、
彼
ら
の
異
常
性
を
表
に

引
き
摺
り
出
す
よ
う
な
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
求
め
る
」

と
の
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
の

決
意
表
明
が
な
さ
れ
、
各
民

主
化
当
該
単
組
か
ら
の
決
意

表
明
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ

オ
ン
か
ら
は
代
表
し
て
、
青

野
氏
が
壇
上
か
ら
発
言
し
、

「
今
、
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ

オ
ン
に
勇
気
を
も
っ
て
加
入

し
た
仲
間
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ

連
合
・

イ
ー
ス

ト
ユ
ニ

オ
ン
を

盛
り
上

げ
て
い

く
！
」

と
力
強

く
決
意

を
表
明

し
た
。
最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
が
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
、
松
岡
会
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
総
決
起
集
会
は
締

め
く
く
ら
れ
た
。

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ

た
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
地
殻
変

動
」
そ
の
後
の
状
況
は
、
組

合
未
加
入
者
が
３
万
６
千
人

余
り
と
い
う
異
常
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
現
状
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
の
脱
却
と

前
進
、
そ
し
て
同
じ
く
未
だ

民
主
化
さ
れ
な
い
Ｊ
Ｒ
北
海

道
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
波
及
を

め
ざ
し
、
今
こ
そ
が
そ
の
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
し

て
、
あ
ら
た
め
て
Ｊ
Ｒ
連
合
、

民
主
化
当
該
単
組
、
支
援
単

組
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
闘

い
を
強
固
に
意
思
疎
通
を
は

か
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
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「ＪＲＥユニオン」

基本理念
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す

集
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
中
山
耕
介
組

織
・
政
治
部
長
か
ら
、
１
．
昨
今
の
Ｊ

Ｒ
連
合
を
取
り
巻
く
組
織
情
勢
に
つ
い

て
、
２
．
良
識
あ
る
労
働
組
合
と
健
全

な
労
使
関
係
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
民
主
化
闘
争
な
ど
の
取
り
組

み
と
併
せ
て
紹
介
さ
れ
、
総
決
起
集
会

に
向
け
た
課
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
瓦
解
に
至

る
ま
で
の
動
き
や
、
現
在
ま
で
の
情
勢

が
報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
状
の
数

字
を
も
と
に
、
「
Ｊ
Ｒ
労
働
界
に
お
い

て
３
万
７
千
人
が
組
合
未
加
入
者
と
な
っ

て
い
る
状
況
は
、
労
働
組
合
不
要
論
が

蔓
延
し
か
ね
な
い
と
い
っ
た
危
機
感
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
は
、

活
力
あ
ふ
れ
る
職
場
や
会
社
を
築
き
、

将
来
に
わ
た
っ
て
社
会
的
役
割
を
果
た

し
続
け
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
」

と
、
現
状
の
異
常
性
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
向
け

て
、
労
使
と
も
に
努
力
す
る
こ
と
の
必

要
性
を
強
く
訴
え
た
。
（
裏
面
に
続
く
）



Ｊ
Ｒ
連
合
「
Ｊ
Ｒ
産
業
の

発
展
に
む
け

民
主
的
な
労
働

組
合･

労
使
関
係
を
築
く
総
決

起
集
会
」
で
は
、
中
山
組
織
・

政
治
部
長
が
集
会
に
向
け
た

課
題
を
提
起
し
、
「
Ｊ
Ｒ
東

日
本
で
起
き
て
い
る
多
く
の

組
合
未
加
入
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

労
働
界
で
は
、
約
３
万
７
千

名
が
組
合
未
加
入
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
態
の
脱

却
が
必
要
だ
。
」
と
訴
え
た
。

「
Ｊ
Ｒ
産
業
は
、
グ
ル
ー

プ
会
社
や
協
力
会
社
を
含
め

て
、
多
く
の
社
員
の
連
携
に

よ
り
列
車
の
安
全
運
行
を
は

じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
業
務

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
現
業-

非
現
業
間
、

系
統
間
、
管
理
職-

一
般
職
間
、

本
社-

支
社
間
、
Ｊ
Ｒ
会
社-

グ
ル
ー
プ
会
社-
関
連
・
協
力

会
社
の
相
互
間
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
関
係
の
中
に
お
い
て
、

常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

エ
ラ
ー
が
発
生
し
得
る
。
会

社
組
織

の
指
揮

命
令
系

統
だ
け

で
は
全

て
を
把

握
で
き

な
い
。

各
職
場

で
日
々

何
が
起

き
て
い
る
か
、
ど
ん
な
課
題

が
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
改
善
で
き
る
の
か
、

状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握

し
、
職
場
実
態
に
即
し
た
建

設
的
な
提
言･

チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
行
う
こ
と
が
労
働
組
合
の

大
事
な
役
割
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く

激
動
の
時
代
に
こ
そ
、
真
に

自
由
で
民
主
的
な
、
建
設
的

な
運
動
を
行
う
、
真
っ
当
な

労
働
組
合
・
労
使
関
係
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
」
と
内

外
に
向
け
、
課
題
と
集
会
の

開
催
主
旨
が
説
明
さ
れ
た
。

働
く
仲
間
の
た
め
に
私
た

ち
は
何
を
す
べ
き
か
。
将
来

の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
。

そ
し
て
会
社
は
ど
う
応
え
る

べ
き
な
の
か
。
私
た
ち
Ｊ
Ｒ

Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
仲
間
の
多

く
の
支
援
に
応
え
る
べ
く
、

今
こ
そ
邁
進
す
る
し
か
な
い
！

「
Ｊ
Ｒ
連
合
10
万
人
達
成
」

に
向
け
て
、
総
結
集
を
呼
び

掛
け
て
い
こ
う
。

一
人
ひ
と
り
の
実
践
こ
そ
が

組
織
拡
大
に
つ
な
が
る
！

本
部
は
10
月
10
日
、
「
第

一
回
拡
大
地
方
代
表
者
会
議
」

を
開
催
し
、
中
央
本
部
役
員

並
び
に
各
地

方
代
表
者
・

事
務
局
長
ら

が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、

こ
の
間
の
情

勢
報
告
と
、

本
部
、
地
協
・

地
方
本
部
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
各
代
表
者
か
ら
報
告
さ

れ
る
と
と
も
に
・
組
織
拡
大

運
動
に
つ
い
て
・
業
務
事
案

の
取
り
組
み
、
年
末
手
当
要

求
に
つ
い
て
の
意
志
統
一
な

ど
が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

今
年
度
の
中
間
総
括
と
な
る

第
５
回
中
央
委
員
会
ま
で
の

組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
の
強
化
な
ど
を
決
定
し
、

組
合
員
の
更
な
る
活
動
強
化

を
全
体
で
確
認
し
た
。

10
月
４
日
、
日
本
交
通
運

輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会

（
交
運
労
協
）
の
第
34
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
は
、
代
議
員
・
傍

聴
含
め
総
勢
15
人
が
出
席
す

る
な
か
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
は
菅
野
執
行
執
行
委
員

長
が
代
議
員
と
し
て
出
席
し

た
。冒

頭
、
住
野
敏
彦
議
長
は

挨
拶
で
、
今
般
の
自
然
災
害

に
よ
る
問
題
点
を
指
摘
す
る

と
と
も
に
、
産
業
政
策
に
つ

い
て
、
人
手
不
足
・
低
賃
金
・

長
時
間
労
働
を
改
善
す
る
働

き
方
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。
質
疑
で

は
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
北

村
公
次
労
働
政
策
部
長
が
・

大
規
模
自
然
災
害
で
被
災
し

た
鉄
道
設
備
の
早
期
復
旧
に

む
け
た
関
係
者
と
の
連
携･

協

働
・
代
行
輸
送
の
課
題
・
鉄

道
貨
物
輸
送
の
課
題
の
３
点

に
つ
い
て
発
言
し
た
。
質
疑

応
答
の
の
ち
、
活
動
方
針
は

承
認
さ
れ
、
人
事
で
は
、
Ｊ

Ｒ
連
合
松
岡
会
長
が
副
議
長

に
河
村
事
務
局
長
が
幹
事
に

再
任
さ
れ
た
。

本部は10月22日、申第１号「2
018年度年末手当の支払いに関す
る申入れ」を行った。社員･家族
の幸福の実現に向け、当社グルー
プ最大の財産である社員の働き
がいの実現を求めるとともに、
新たな経営ビジョンの成功に向
けたスタートとなる本年、業績
反映について組合員へのモチベー
ションを高めるためにも、要求
の満額回答を求めていく。今後
の交渉経過は随時お知らせします。
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良識ある労働組合と健全な労使関係の必要性について

あるべき「労働組合・労使関係」の必要性
これからのＪＲ産業を取り巻く環境が大きく変化するな
かで、健全な「労使関係」はなくてはならない

＜働く者の環境の変化＞
〇働き方の見直し

・長時間労働の是正、ワークライフバランスの実現
・育児と仕事の両立、介護と仕事の両立、治療と仕事の両立
・高年齢者雇用のあり方、定年延長
・非正規労働者の処遇改善 など

〇ＡＩ、ＩoＴによる働く環境の変化
・業務の見直しと生産性向上
・人材育成や教育
・労働移動への対応

＜ＪＲ各社を取り巻く環境の変化＞
〇ＪＲ東日本

・東京オリンピック・パラリンピック輸送
・「変革２０２７」

〇ＪＲ北海道
・400億円台の追加支援、監督命令にもとづく経営チェック
・単独維持困難１０路線１３線区の問題
・北海道新幹線（2030年度札幌延伸、青函トンネル、札幌
駅前開発など）

〇ＪＲ貨物
・現中期経営計画と将来の上場を見据えた動き
・青函トンネル共用走行


